
低栄養の認知症について

飲み込むこと、噛むことができない高齢者等の低栄養
予防が期待されている新しい介護食品「スマイルケア
食」を知っていますか？
（一つだけ回答）

「知らない」が71％。「知っている」が78％。

（有効回答数＝185）

在宅療養患者の高齢者で約７割が「低栄養」状態である
といわれていますが、「低栄養」について知っていますか？
（一つだけ回答）

20％

4％

5％

（有効回答数＝185）

7％

1％

14％

まったく知らない

34％
よく知っている

44％
なんとなく知っている

どちらとも言えない

ほとんど知らない

まったく知らない

よく知っている

なんとなく知っている

どちらとも
言えない

35％
ほとんど知らない

36％

本社／〒510-0013  三重県四日市市富士町1-122 お問い合わせ先 TEL.0120-219-038
PDM72 2018年3月作成 DIO 56_0143

http://www.nutri.co.jp 

● 調査内容 ： サービス付高齢者住宅「食事サービスと栄養ケア」に関する実態調査

● 調査目的 ： 在宅介護現場の一つ・サービス付高齢者住宅の食事サービスと栄養ケアの実態把握

● 調査時期 ： 2017年9月30日～2017年11月26日

● 調査対象 ： 全国のサービス付高齢者住宅6,500施設（施設長対象）

● 調査方法 ： 郵送調査

● 回収方法 ： FAX及びインターネットにて回収

● 回答総数 ： 185件（回答率2.8％）
● 調査主体 ： ニュートリー株式会社

● 調査協力 ： メディバンクス株式会社 ニュートリション・ジャーナル編集部

サービス付高齢者住宅
「食事サービスと栄養ケア」

に 関 す る 実 態 調 査
結 果 報 告
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ホームヘルパー
39％

介護福祉士
35％

看護師
12％

7％

4％

併設の事業所があれば、教えてください。
（複数回答）

①部屋数の平均

②入居者数の平均　

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％
49％

43％

34％

5％

5％

12％

13％

4％

3％

訪問介護

通所介護

訪問看護

病院

 

診療所

訪問リハビリ

特になし

その他

有料老人
ホーム

併設の事業所は、介護系が中心。

介護保険の対象者は93％。

入居者の要介護度を教えてください。 資格を保有しているスタッフを教えてください。

（有効回答数＝185）

前の設問で、「把握している」と回答した方にお聞き
します。主な病歴を３つ教えてください。
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

29％

39％

9％

58％

40％

12％

44％

51％

認知症

高血圧

糖尿病

心疾患

脳血管疾患

がん

神経・筋疾患

その他
（有効回答数＝182）

（有効回答数＝185）

「看取りの対応」や「医療依存度のある利用者
の受け入れ」を行っている施設が79％。

「認知症」、「高血圧」、「糖尿病」の
既往歴が上位。

介護職員が74%。

「看取りの対応」や「医療依存度のある利用者の
  受け入れ」を行っているか教えてください。
（一つだけ回答）　

（有効回答数＝185）

41％

27％

11％

21％

｢看取りの対応｣も「医療依存度の
ある利用者の受け入れ」も行っている

「看取りの対応」
のみ行っている

「医療依存度のある
  利用者の受け入れ」
 のみ行っている

どちらも行っていない

社会福祉士
医師2％
0.2％

介護支援専門員
（ケアマネジャー）

その他
その他の医療従事者
1％

（有効回答数＝185）

事業所の入居者において、病歴や疾患を把握して
いますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

2％把握していない

98％

入居者の病歴や疾患を
把握している

32人

36戸

42％
要介護1・2

7％
自立

18％
要支援1・2

15％
要介護3

18％
要介護4・5

事業所について
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ホームヘルパー
39％

介護福祉士
35％

看護師
12％

7％

4％

併設の事業所があれば、教えてください。
（複数回答）

①部屋数の平均

②入居者数の平均　

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％
49％

43％

34％

5％

5％

12％

13％

4％

3％

訪問介護

通所介護

訪問看護

病院

 

診療所

訪問リハビリ

特になし

その他

有料老人
ホーム

併設の事業所は、介護系が中心。

介護保険の対象者は93％。

入居者の要介護度を教えてください。 資格を保有しているスタッフを教えてください。

（有効回答数＝185）

前の設問で、「把握している」と回答した方にお聞き
します。主な病歴を３つ教えてください。
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

29％

39％

9％

58％

40％

12％

44％

51％

認知症

高血圧

糖尿病

心疾患

脳血管疾患

がん

神経・筋疾患

その他
（有効回答数＝182）

（有効回答数＝185）

「看取りの対応」や「医療依存度のある利用者
の受け入れ」を行っている施設が79％。

「認知症」、「高血圧」、「糖尿病」の
既往歴が上位。

介護職員が74%。

「看取りの対応」や「医療依存度のある利用者の
  受け入れ」を行っているか教えてください。
（一つだけ回答）　

（有効回答数＝185）

41％

27％

11％

21％

｢看取りの対応｣も「医療依存度の
ある利用者の受け入れ」も行っている

「看取りの対応」
のみ行っている

「医療依存度のある
  利用者の受け入れ」
 のみ行っている

どちらも行っていない

社会福祉士
医師2％
0.2％

介護支援専門員
（ケアマネジャー）

その他
その他の医療従事者
1％

（有効回答数＝185）

事業所の入居者において、病歴や疾患を把握して
いますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

2％把握していない

98％

入居者の病歴や疾患を
把握している

32人

36戸

42％
要介護1・2

7％
自立

18％
要支援1・2

15％
要介護3

18％
要介護4・5

事業所について
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入居者の入居・退去状況について

1、がん

2、肺炎

3、老衰

4、心疾患

　 脳血管疾患

　 認知症

直近１年間の退去者について、主な退去先を３つ
まで教えてください。
（複数回答）

退去後、「療養型医療施設」や
「介護保険施設」へ移り住んでいる。

主な退去理由は、
「死亡」、「持病の悪化」、「介護度進行」が上位。

退去理由となる主な疾患は、
「がん」、「肺炎」が多かった。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％
死亡退去

介護保険施設

自宅

別のサ高住

その他

有料老人
ホーム

療養型
医療施設

68％

33％

30％

38％

14％

14％

29％

（有効回答数＝185）

直近１年間の退去者について、主な退去理由として
多いものを３つまで教えてください。
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％
死亡

持病の悪化

介護度進行

その他

疾病・けが
の発生

47％

29％

23％

4％

24％

62％

入居者間や
職員間のトラブル

（有効回答数＝185）

入居者が事業所に入居する以前の住まいとして、
多いものを３つまで教えてください。
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％
92％

25％

27％

16％

15％

4％4％

11％

自宅

　

別のサ高住

　

　

療養型
医療施設
有料老人
ホーム

老人保健
施設

特別養護
老人ホーム

その他

以前の住まいは、「自宅」が最も多かった。

（有効回答数＝185）

直近１年間の入居者と退去者数を教えてください。

（有効回答数＝185）

（イメージ図）

平均
入居者数
12.5人

平均
退去者数
6人

前の設問で、主な退去理由として、
「死亡」、「持病の悪化」、「介護度進行」と回答した
方にお聞きします。その要因として主な疾患、症状
を具体的に教えてください。
（記述式）
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入居者の入居・退去状況について

1、がん

2、肺炎

3、老衰

4、心疾患

　 脳血管疾患

　 認知症

直近１年間の退去者について、主な退去先を３つ
まで教えてください。
（複数回答）

退去後、「療養型医療施設」や
「介護保険施設」へ移り住んでいる。

主な退去理由は、
「死亡」、「持病の悪化」、「介護度進行」が上位。

退去理由となる主な疾患は、
「がん」、「肺炎」が多かった。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％
死亡退去

介護保険施設

自宅

別のサ高住

その他

有料老人
ホーム

療養型
医療施設

68％

33％

30％

38％

14％

14％

29％

（有効回答数＝185）

直近１年間の退去者について、主な退去理由として
多いものを３つまで教えてください。
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％
死亡

持病の悪化

介護度進行

その他

疾病・けが
の発生

47％

29％

23％

4％

24％

62％

入居者間や
職員間のトラブル

（有効回答数＝185）

入居者が事業所に入居する以前の住まいとして、
多いものを３つまで教えてください。
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％
92％

25％

27％

16％

15％

4％4％

11％

自宅

　

別のサ高住

　

　

療養型
医療施設
有料老人
ホーム

老人保健
施設

特別養護
老人ホーム

その他

以前の住まいは、「自宅」が最も多かった。

（有効回答数＝185）

直近１年間の入居者と退去者数を教えてください。

（有効回答数＝185）

（イメージ図）

平均
入居者数
12.5人

平均
退去者数
6人

前の設問で、主な退去理由として、
「死亡」、「持病の悪化」、「介護度進行」と回答した
方にお聞きします。その要因として主な疾患、症状
を具体的に教えてください。
（記述式）
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● ムセが見られたり、飲み込みが悪い時

● 食事量が少ない時

● 食形態はこのままでいいのか

● 利用者の状態変化に即対応できているか
　不安になる

● 年齢に適したカロリー対応ができているか
　疑問を感じる時がある 

（一部抜粋）

（一部抜粋）

前の設問で「ある」と回答した方にお聞きします。
どんな時に不安・疑問を感じましたか？
（フリー回答）

食事サービスの提供状況について

噛むサポート、飲み込むサポートを目的
とした食形態が提供されている。

食事サービスを行う事業者は
委託給食、宅配サービスが５２％。

食事による事故を防ぎ、安全に栄養摂取
してもらうために食形態を個別に
調整する必要性を感じている。

前の設問で「必要だと思う」と回答した方にお聞きし
ます。なぜ、食形態を個別に調整する必要があると
思うのですか？
（記述式）

● 食事による事故を防ぎ、喫食者が最も安全に、
　栄養摂取を行うため

● 安全に美味しく食事を召し上がって頂くため

● 嚥下機能、介護度、年齢でそれぞれ状態が
　違うため

（有効回答数＝185）

入居者に向けて食事サービスを提供して
いますか？
（一つだけ回答）

99％

食事サービスを
提供している

1％
提供していない

食事サービスを行う主な事業者を教えてください。
（一つだけ回答）

提供している食形態を全て教えてください。
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

96％

63％

22％22％

0％

9％

　普通の食事

その他

わからない

きざんだ食事
（きざみ食、
極きざみ食）

やわらかい
食事

ドロドロ
した食事

ゼリー状の
食事

（ミキサー食など）

（有効回答数＝185）

飲み込むサポート

提供している食形態が利用者に適しているか、
疑問・不安を感じることはありますか？
（一つだけ回答）

5％

36％29％

8％

21％

よくある

たまにある

どちらともいえない

ほとんどない

まったくない

1％その他

 41％が食形態に疑問・不安を感じている。

（有効回答数＝185）

入居者に応じて、食形態を個別に調整し、提供して
いますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

4％

96％

食形態を個別に
調整している

調整して
いない

入所者に応じて、食形態を個別に調整する必要がある
と思いますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

4％

96％

食形態の個別調整は
必要だと思う

必要だと
思わない

8％

37％
44％

11％

委託給食会社が
運営する食堂

自社運営の食堂

宅配サービス会社
による弁当宅配

その他

（有効回答数＝185）

63％

78％ 噛む
サポート
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● ムセが見られたり、飲み込みが悪い時

● 食事量が少ない時

● 食形態はこのままでいいのか

● 利用者の状態変化に即対応できているか
　不安になる

● 年齢に適したカロリー対応ができているか
　疑問を感じる時がある 

（一部抜粋）

（一部抜粋）

前の設問で「ある」と回答した方にお聞きします。
どんな時に不安・疑問を感じましたか？
（フリー回答）

食事サービスの提供状況について

噛むサポート、飲み込むサポートを目的
とした食形態が提供されている。

食事サービスを行う事業者は
委託給食、宅配サービスが５２％。

食事による事故を防ぎ、安全に栄養摂取
してもらうために食形態を個別に
調整する必要性を感じている。

前の設問で「必要だと思う」と回答した方にお聞きし
ます。なぜ、食形態を個別に調整する必要があると
思うのですか？
（記述式）

● 食事による事故を防ぎ、喫食者が最も安全に、
　栄養摂取を行うため

● 安全に美味しく食事を召し上がって頂くため

● 嚥下機能、介護度、年齢でそれぞれ状態が
　違うため

（有効回答数＝185）

入居者に向けて食事サービスを提供して
いますか？
（一つだけ回答）

99％

食事サービスを
提供している

1％
提供していない

食事サービスを行う主な事業者を教えてください。
（一つだけ回答）

提供している食形態を全て教えてください。
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

96％

63％

22％22％

0％

9％

　普通の食事

その他

わからない

きざんだ食事
（きざみ食、
極きざみ食）

やわらかい
食事

ドロドロ
した食事

ゼリー状の
食事

（ミキサー食など）

（有効回答数＝185）

飲み込むサポート

提供している食形態が利用者に適しているか、
疑問・不安を感じることはありますか？
（一つだけ回答）

5％

36％29％

8％

21％

よくある

たまにある

どちらともいえない

ほとんどない

まったくない

1％その他

 41％が食形態に疑問・不安を感じている。

（有効回答数＝185）

入居者に応じて、食形態を個別に調整し、提供して
いますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

4％

96％

食形態を個別に
調整している

調整して
いない

入所者に応じて、食形態を個別に調整する必要がある
と思いますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

4％

96％

食形態の個別調整は
必要だと思う

必要だと
思わない

8％

37％
44％

11％

委託給食会社が
運営する食堂

自社運営の食堂

宅配サービス会社
による弁当宅配

その他

（有効回答数＝185）

63％

78％ 噛む
サポート
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食形態の個別調整が難しい理由として
55％が給食の委託介入を障壁と感じている。

食事中、「むせ、咳込み」、「食欲低下」、
「食事に時間がかかる」が多く見られる。

70％が飲み込みをサポートする
テクスチャー改良材を使用している。

食事中の観察ポイントとして
「むせ・せき込み等の飲み込み状況」
と「食事量」を重要視している。

食事中、入居者に見られる様子として、思いつくもの
をすべて教えてください。
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

10％

22％

19％

18％

25％

15％

20％

55％

71％

80％

食欲がない

食事に時間がかかる

食事をすると疲れる

痰が多く汚い

常にのどが
ゴロゴロしている
唾液が飲み込めず

出している

食後に痰や
咳が増える

食後、声質が
変わっている

発熱や肺炎を
繰り返す

食事中に
むせる、咳がでる

（有効回答数＝185）

入居者の食事中の状況について

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％

88％

52％

93％

26％

70％

4％

むせやせき込みなどが
ないか（飲み込みの状況）

食事量

食事をうまく噛めて
いるか（咀嚼状況）

食事にかかる時間

その他

栄養が不足
していないか

（有効回答数＝172）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

23％

2％

55％

27％その他
（有効回答数＝56）

前の設問で、「観察する」と回答した方にお聞きします。
観察のポイントとして重要視していることを教えて
ください。
（複数回答）

入居者に応じて、食形態を個別に調整することは
難しいと思いますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

30％

70％

食形態の
個別調整は
難しいと思う

難しいと思わない

スタッフの方は、入居者の食事中の様子を観察
しますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

93％

食事の様子を
観察する

7％
観察しない

「とろみ材」、「ゲル化材」を使用していますか？
（一つだけ回答）

前の設問で、「難しいと思う」と思うと回答した方は、
その理由を教えてください。
（複数回答）

委託給食会社・宅配
サービス会社にて食事提供
サービスを行っているため

自社の食堂を運営
しているが、人材が

足りないため 

入居者の多くは
自炊しているため

前の設問で、「観察する」と回答した方にお聞きします。
どんな入居者を対象に観察していますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝172）

79％
すべての入居者を対象に観察

4％

食事量の低下が
見られる入居者を

対象に観察

6％

疾患の状態が良く
ない入居者を
対象に観察

9％

ADL（日常生活動作）に
不安のある入居者を

対象に観察

2％その他

（有効回答数＝185）

63％

27％

7％

0％
「ゲル化材」を
使用している

「とろみ材」と
「ゲル化材」の
どちらも使用
している

「とろみ材」を
使用している

使用していない

2％わからない

1％その他
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食形態の個別調整が難しい理由として
55％が給食の委託介入を障壁と感じている。

食事中、「むせ、咳込み」、「食欲低下」、
「食事に時間がかかる」が多く見られる。

70％が飲み込みをサポートする
テクスチャー改良材を使用している。

食事中の観察ポイントとして
「むせ・せき込み等の飲み込み状況」
と「食事量」を重要視している。

食事中、入居者に見られる様子として、思いつくもの
をすべて教えてください。
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

10％

22％

19％

18％

25％

15％

20％

55％

71％

80％

食欲がない

食事に時間がかかる

食事をすると疲れる

痰が多く汚い

常にのどが
ゴロゴロしている
唾液が飲み込めず

出している

食後に痰や
咳が増える

食後、声質が
変わっている

発熱や肺炎を
繰り返す

食事中に
むせる、咳がでる

（有効回答数＝185）

入居者の食事中の状況について

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％

88％

52％

93％

26％

70％

4％

むせやせき込みなどが
ないか（飲み込みの状況）

食事量

食事をうまく噛めて
いるか（咀嚼状況）

食事にかかる時間

その他

栄養が不足
していないか

（有効回答数＝172）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

23％

2％

55％

27％その他
（有効回答数＝56）

前の設問で、「観察する」と回答した方にお聞きします。
観察のポイントとして重要視していることを教えて
ください。
（複数回答）

入居者に応じて、食形態を個別に調整することは
難しいと思いますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

30％

70％

食形態の
個別調整は
難しいと思う

難しいと思わない

スタッフの方は、入居者の食事中の様子を観察
しますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

93％

食事の様子を
観察する

7％
観察しない

「とろみ材」、「ゲル化材」を使用していますか？
（一つだけ回答）

前の設問で、「難しいと思う」と思うと回答した方は、
その理由を教えてください。
（複数回答）

委託給食会社・宅配
サービス会社にて食事提供
サービスを行っているため

自社の食堂を運営
しているが、人材が

足りないため 

入居者の多くは
自炊しているため

前の設問で、「観察する」と回答した方にお聞きします。
どんな入居者を対象に観察していますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝172）

79％
すべての入居者を対象に観察

4％

食事量の低下が
見られる入居者を

対象に観察

6％

疾患の状態が良く
ない入居者を
対象に観察

9％

ADL（日常生活動作）に
不安のある入居者を

対象に観察

2％その他

（有効回答数＝185）

63％

27％

7％

0％
「ゲル化材」を
使用している

「とろみ材」と
「ゲル化材」の
どちらも使用
している

「とろみ材」を
使用している

使用していない

2％わからない

1％その他
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（一部抜粋）

（一部抜粋）
● 医師へ相談する

● 栄養補助食品を使用する

● 食形態を変更

● 好きなものを食事に入れる

● 家族に依頼し食べたいものを持参して
　いただく　

● 食事量の減少（摂食嚥下機能低下等による）

● アルブミン値の低下、脱水予防 

栄養補助食品は、カロリー補給、水分補給、
少量高栄養補給を目的に使用。

栄養補助食品の使用理由の多くが
「食事量の減少」であった。

前の設問で、「栄養ケアの方法がある」と回答した方
にお聞きします。具体的な策を教えてください。
（記述式）

入居者の食事量と栄養ケアについて
前の設問で、「使用する」と回答した方にお聞きします。
どのような目的で使用していますか？
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

47％

28％

16％

7％

80％

3％

13％

46％

カロリー補給

水分補給

少量で高栄養補給

たんぱく質補給

ビタミン・ミネラル補給

五大栄養素補給

食物繊維

その他
（有効回答数＝152）

食事量が減ってきた（栄養面に不安のある）入居者が
いた場合、栄養ケアの方法はありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

食事量が減ってきた入居者はいますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

いない
38％

いる
62％

26％

74％
栄養ケアの方法がある

栄養ケアの方法がない栄養ケアの方法がない

前の設問で、「使用する」と回答した方にお聞きします。
栄養補助食品を使用するに至った経緯を教えてください。
（複数回答）

入居者の食事量（栄養量）が確保できない場合、
栄養補助食品を使用することはありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

14％

4％

82％

栄養補助食品を
使用する

使用しない

わからない

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

その他

69％

38％

16％

（有効回答数＝152）

本人と相談の上、
使用するに至った

医療機関からの
指示があったので
使用するに至った

前の設問で、「使用する」と回答した方にお聞きします。
栄養補助食品の使用理由を具体的に教えてください。
（記述式）

前の設問で、「使用する」と回答した方にお聞きします。
栄養補助食品の購入者は誰ですか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝152）

72％
入居者

13％
貴施設

1％
委託給食会社・

宅食サービス会社等

14％
その他
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（一部抜粋）

（一部抜粋）
● 医師へ相談する

● 栄養補助食品を使用する

● 食形態を変更

● 好きなものを食事に入れる

● 家族に依頼し食べたいものを持参して
　いただく　

● 食事量の減少（摂食嚥下機能低下等による）

● アルブミン値の低下、脱水予防 

栄養補助食品は、カロリー補給、水分補給、
少量高栄養補給を目的に使用。

栄養補助食品の使用理由の多くが
「食事量の減少」であった。

前の設問で、「栄養ケアの方法がある」と回答した方
にお聞きします。具体的な策を教えてください。
（記述式）

入居者の食事量と栄養ケアについて
前の設問で、「使用する」と回答した方にお聞きします。
どのような目的で使用していますか？
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

47％

28％

16％

7％

80％

3％

13％

46％

カロリー補給

水分補給

少量で高栄養補給

たんぱく質補給

ビタミン・ミネラル補給

五大栄養素補給

食物繊維

その他
（有効回答数＝152）

食事量が減ってきた（栄養面に不安のある）入居者が
いた場合、栄養ケアの方法はありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

食事量が減ってきた入居者はいますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

いない
38％

いる
62％

26％

74％
栄養ケアの方法がある

栄養ケアの方法がない栄養ケアの方法がない

前の設問で、「使用する」と回答した方にお聞きします。
栄養補助食品を使用するに至った経緯を教えてください。
（複数回答）

入居者の食事量（栄養量）が確保できない場合、
栄養補助食品を使用することはありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

14％

4％

82％

栄養補助食品を
使用する

使用しない

わからない

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

その他

69％

38％

16％

（有効回答数＝152）

本人と相談の上、
使用するに至った

医療機関からの
指示があったので
使用するに至った

前の設問で、「使用する」と回答した方にお聞きします。
栄養補助食品の使用理由を具体的に教えてください。
（記述式）

前の設問で、「使用する」と回答した方にお聞きします。
栄養補助食品の購入者は誰ですか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝152）

72％
入居者

13％
貴施設

1％
委託給食会社・

宅食サービス会社等

14％
その他

1110



（一部抜粋）

（一部抜粋）

入居者やその家族からの相談内容は
「食事量の減少」や「食形態」についてが多かった。

57％が入居者の家族から食事や
栄養の相談を受けている。

79％が入居者の栄養管理について
医療従事者に相談している。

● 嚥下困難者の食事形態　

● 塩分量やカロリーの管理

● 塩分制限　　

● 水分制限

● 糖尿の方が認知症で事業所の食事も提供して
　ないので、栄養や血糖の管理ができない 

前の設問で、「苦労することがある」と回答した方に
お聞きします。具体的な内容を教えてください。
（記述式）

● 食事の減少について

● 食形態について

● 体重の減少について

● 栄養量が足りているかどうか

● 好き嫌い

事業所の入居者やその家族から、食事や栄養に関する
相談を受けることはありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

50％

7％

よくある

たまにある36％
あまりない

7％まったくない

事業所の入居者において、嚥下障害の方はいますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

病歴や疾患のある入居者に対して、食事・栄養管理
に苦労することはありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

嚥下障害の
方がいる
49％51％

いない

62％
ない 38％

食事、栄養
管理に苦労する
ことがある

入居者に栄養補助食品を使用するよう、薦めること
はありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

栄養補助食品の使用に関して、「使用しない」「わから
ない」と回答した方にお聞きします。それはなぜですか？
（一つだけ回答）

2％
分からない

25％

64％

9％

栄養補助食品を
薦めることはある

その他

薦めることはない

（有効回答数＝33）

委託給食会社等が
食事提供サービスを
行っているため 自社の食堂を運営

しているが、把握して
いないため

入居者の多くは
自炊しているため

ご本人またはご家族に任せている
・該当する入居者がいない等

18％

18％

3％
61％
その他

「相談を受ける」と回答した方にお聞きします。よくある
相談内容について教えてください。
（記述式）

疾患を抱える入居者の栄養管理について医師や
看護師、管理栄養士など医療従事者に相談すること
はありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

28％

3％

18％

まったくない

よくある

51％
たまにある

ほとんどない
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（一部抜粋）

（一部抜粋）

入居者やその家族からの相談内容は
「食事量の減少」や「食形態」についてが多かった。

57％が入居者の家族から食事や
栄養の相談を受けている。

79％が入居者の栄養管理について
医療従事者に相談している。

● 嚥下困難者の食事形態　

● 塩分量やカロリーの管理

● 塩分制限　　

● 水分制限

● 糖尿の方が認知症で事業所の食事も提供して
　ないので、栄養や血糖の管理ができない 

前の設問で、「苦労することがある」と回答した方に
お聞きします。具体的な内容を教えてください。
（記述式）

● 食事の減少について

● 食形態について

● 体重の減少について

● 栄養量が足りているかどうか

● 好き嫌い

事業所の入居者やその家族から、食事や栄養に関する
相談を受けることはありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

50％

7％

よくある

たまにある36％
あまりない

7％まったくない

事業所の入居者において、嚥下障害の方はいますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

病歴や疾患のある入居者に対して、食事・栄養管理
に苦労することはありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

嚥下障害の
方がいる
49％51％

いない

62％
ない 38％

食事、栄養
管理に苦労する
ことがある

入居者に栄養補助食品を使用するよう、薦めること
はありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

栄養補助食品の使用に関して、「使用しない」「わから
ない」と回答した方にお聞きします。それはなぜですか？
（一つだけ回答）

2％
分からない

25％

64％

9％

栄養補助食品を
薦めることはある

その他

薦めることはない

（有効回答数＝33）

委託給食会社等が
食事提供サービスを
行っているため 自社の食堂を運営

しているが、把握して
いないため

入居者の多くは
自炊しているため

ご本人またはご家族に任せている
・該当する入居者がいない等

18％

18％

3％
61％
その他

「相談を受ける」と回答した方にお聞きします。よくある
相談内容について教えてください。
（記述式）

疾患を抱える入居者の栄養管理について医師や
看護師、管理栄養士など医療従事者に相談すること
はありますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

28％

3％

18％

まったくない

よくある

51％
たまにある

ほとんどない
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● 金銭的問題により、イベントやサービスの充実
　が困難
● 人権費がかかる
● 介護報酬の引き下げ

費 用 問 題

● 委託給食の介入による限界
● 食事の質を向上したいが、入居者の好みが
　多様化しており、金銭的に困難

運 営 問 題

● 人員不足　
● 職員の質（意識・知識・技術など）が低い

人 員 問 題

● 入居者・家族のサービスに対する理解不足 
利用者の問題

『質』改善のために、弊害になっていることがあれば、
自由にご記入ください。
（記述式）

（一部抜粋）

（一部抜粋）

（一部抜粋）

サ高住の『質』改善について

サ高住において他施設との差別化、『質』改善のために、
何が必要だと思いますか？
（複数回答）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％イベント等の入居者の
コミュニケーション

機会の充実

介護度に合わせた
リハビリサービス

の充実

介護度に合わせた
食事サービスの充実

その他

67％

43％

20％

41％

（有効回答数＝185）

管理栄養士、言語聴覚士など
食形態を見る人が少ない。

改善の弊害は費用、運営、人員、
利用者の問題など複雑。

● 状態が変わることが少なく、入院することが
　多いため

● 特に問題が起こったことがない為

● 食事はレストラン形態で自由

● ご家族又は相談員より事前に話を
　聞いている為

● 相談が必要な入居者がいない 

前の設問で、「相談したことがない」と回答した方に
お聞きします。その理由を教えてください。
（記述式）

● 嚥下機能検査を行うべきか

● 食事量の減少について

● 食形態の変更について

● 食べられないが、家族様が胃瘻や点滴を
　希望されないケース

● 栄養状態について

● エネルギー量・塩分量

● 透析食の提供について

● 検査を行ったり、リハビリの仕方など 

前の設問で、「相談したことがある」と回答した方に
お聞きします。どんな相談をしましたか？
（記述式）

入居者が受けている訪問看護・介護サービスで、
訪問している専門職種をすべて教えてください。
（複数回答）

（有効回答数＝185）

46％

69％

72％
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

68％

10％

10％

11％

41％

14％

76％

ホームヘルパー

介護福祉士

社会福祉士

看護師

医師

薬剤師

理学療法士

管理栄養士

言語聴覚士

その他

サ高住の『質』を改善する必要があると思いますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

87％

13％

質改善の
必要がある

必要がない

介護支援専門員
（ケアマネージャー）

70％
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● 金銭的問題により、イベントやサービスの充実
　が困難
● 人権費がかかる
● 介護報酬の引き下げ

費 用 問 題

● 委託給食の介入による限界
● 食事の質を向上したいが、入居者の好みが
　多様化しており、金銭的に困難

運 営 問 題
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● 職員の質（意識・知識・技術など）が低い

人 員 問 題
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％イベント等の入居者の
コミュニケーション

機会の充実

介護度に合わせた
リハビリサービス

の充実

介護度に合わせた
食事サービスの充実

その他

67％

43％

20％

41％
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● 状態が変わることが少なく、入院することが
　多いため

● 特に問題が起こったことがない為

● 食事はレストラン形態で自由

● ご家族又は相談員より事前に話を
　聞いている為

● 相談が必要な入居者がいない 

前の設問で、「相談したことがない」と回答した方に
お聞きします。その理由を教えてください。
（記述式）

● 嚥下機能検査を行うべきか

● 食事量の減少について

● 食形態の変更について

● 食べられないが、家族様が胃瘻や点滴を
　希望されないケース

● 栄養状態について

● エネルギー量・塩分量

● 透析食の提供について

● 検査を行ったり、リハビリの仕方など 

前の設問で、「相談したことがある」と回答した方に
お聞きします。どんな相談をしましたか？
（記述式）

入居者が受けている訪問看護・介護サービスで、
訪問している専門職種をすべて教えてください。
（複数回答）

（有効回答数＝185）

46％

69％

72％
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

68％

10％

10％

11％

41％

14％

76％

ホームヘルパー

介護福祉士

社会福祉士

看護師

医師

薬剤師

理学療法士

管理栄養士

言語聴覚士

その他

サ高住の『質』を改善する必要があると思いますか？
（一つだけ回答）

（有効回答数＝185）

87％

13％

質改善の
必要がある

必要がない

介護支援専門員
（ケアマネージャー）

70％

1514



低栄養の認知症について

飲み込むこと、噛むことができない高齢者等の低栄養
予防が期待されている新しい介護食品「スマイルケア
食」を知っていますか？
（一つだけ回答）

「知らない」が71％。「知っている」が78％。

（有効回答数＝185）

在宅療養患者の高齢者で約７割が「低栄養」状態である
といわれていますが、「低栄養」について知っていますか？
（一つだけ回答）

20％

4％

5％

（有効回答数＝185）

7％

1％

14％

まったく知らない

34％
よく知っている

44％
なんとなく知っている

どちらとも言えない

ほとんど知らない

まったく知らない

よく知っている

なんとなく知っている

どちらとも
言えない

35％
ほとんど知らない

36％
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● 調査内容 ： サービス付高齢者住宅「食事サービスと栄養ケア」に関する実態調査

● 調査目的 ： 在宅介護現場の一つ・サービス付高齢者住宅の食事サービスと栄養ケアの実態把握

● 調査時期 ： 2017年9月30日～2017年11月26日

● 調査対象 ： 全国のサービス付高齢者住宅6,500施設（施設長対象）

● 調査方法 ： 郵送調査

● 回収方法 ： FAX及びインターネットにて回収

● 回答総数 ： 185件（回答率2.8％）
● 調査主体 ： ニュートリー株式会社

● 調査協力 ： メディバンクス株式会社 ニュートリション・ジャーナル編集部

サービス付高齢者住宅
「食事サービスと栄養ケア」

に 関 す る 実 態 調 査
結 果 報 告
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